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3 235年の歩み 特別インタビュー

初
当
選
か
ら
35
年
と
な
り
ま
す
が
、

当
時
の
思
い
出
は
？

中
曽
根　
大
学
卒
業
後
、旭
化
成
工
業
（
株
）

（
現 

旭
化
成
）に
入
社
し
、
15
年
間
、主
に
石

油
化
学
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
父
・
康
弘
の
首
相
就
任
に
伴
い
、
昭
和
58

年
に
旭
化
成
を
退
社
し
父
の
秘
書
に
な
り
ま

し
た
。｢

国
の
最
高
責
任
者
と
し
て
父
親
が

最
高
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
自
分
に
出
来
る

こ
と
が
あ
れ
ば
力
を
尽
く
そ
う｣

と
い
う
思

い
か
ら
で
し
た
。
総
理
秘
書
と
し
て
政
治
の

中
枢
で
働
き
、
サ
ミ
ッ
ト
を
始
め
各
国
首
脳

と
の
数
々
の
外
交
の
現
場
に
立
ち
会
え
た
こ

と
は
貴
重
な
経
験
で
、
世
界
の
要
人
た
ち
と

も
家
族
ぐ
る
み
の

付
き
合
い
が
出
来

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和

61
年
の
衆
参
ダ

ブ
ル
選
挙
に
群
馬

県
選
挙
区
で
立
候

補
し
当
選
、
国
会

議
員
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

Interview

中
曽
根
弘
文
さ
ん
の
35
年
に
亘
る

議
員
活
動
の
一
端
を
写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す

中曽根康弘自民党総裁から参議院選挙の公認証を受ける（1985年）

初当選御礼挨拶（1986年、中央は長男・康隆4歳）

サッチャー元首相（英国）と

レーガン大統領を日の出山荘で迎える（1983年、日米首脳会談）

ゴルバチョフ元大統領夫妻（ソ連）を日の出山荘で迎える

ブッシュ副大統領（後に大統領に就任）と会談

1968年 慶應義塾大学卒業、旭化成工業㈱勤務（1968～1983）
1983年 内閣総理大臣秘書、自民党総裁秘書（兼務）
1986年 参議院議員初当選（現在まで連続6回当選）
1990年 通商産業政務次官
1993年 参議院　商工委員会　委員長
1997年 参議院　議院運営委員会　委員長
1998年 参議院　国鉄債務処理及び国有林野事業改革特別委員会　委員長
1999年 文部大臣、科学技術庁長官、原子力委員会委員長（小渕内閣）
2000年 文部大臣、科学技術庁長官、原子力委員会委員長（森内閣）
 内閣総理大臣補佐官（教育問題担当）
2001年 参議院　政治倫理審査会　会長
2002年 裁判官弾劾裁判所　裁判長
2004年 参議院　予算委員会　委員長、　　　自民党　中心市街地再活性化調査会　会長
2006年 参議院　教育基本法に関する特別委員会　委員長
2007年 参議院　懲罰委員会　委員長、　　　自民党　伝統文化調査会　会長
2008年 外務大臣（麻生内閣）
2009年 自由民主党群馬県支部連合会　会長
2010年 参議院自由民主党議員会長
2013年 自由民主党　党紀委員会　委員長
2014年 参議院 北朝鮮による拉致問題等に関する特別委員会　委員長
 自由民主党　青少年健全育成推進調査会　会長（現在）
 自由民主党　日本の名誉と信頼を回復するための特命委員会　委員長
2015年 自由民主党　歴史を学び未来を考える本部　事務総長
2016年 参議院　情報監視審査会　会長
2017年 天皇皇后両陛下ベトナム国御訪問　首席随員
2018年 メキシコ合衆国大統領就任式典　日本政府特派大使

《 主な議員連盟 》
日米国会議員連盟（会長）、日本メキシコ友好議員連盟（会長）、日本リトアニア友好議員連盟（会長）、
日本ラトビア友好議員連盟（会長）、日本モロッコ友好議員連盟（会長）、参議院日本ポーランド友好議員連盟（会長）、
参議院ASEAN議員交流推進議員連盟（会長）、日韓議員連盟（顧問）、アジア太平洋国会議員連盟（会長代行）、
スポーツ議員連盟（副会長）、障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟（会長）、ゴルフ振興議員連盟（会長代行）、
短期大学振興議員連盟(会長)、幼児教育議員連盟（会長）、こどもの未来を考える議員連盟（会長）、
ボーイスカウト振興国会議員連盟（副会長）、中小印刷産業振興議員連盟（会長）、珠算教育振興議員連盟（会長）、
歌舞伎振興議員連盟（会長）、パン産業振興議員連盟（会長）、花火文化芸術振興議員連盟（会長）、
働く犬を支援する議員連盟（会長）、全国温泉振興議員連盟（会長）、しいたけ等特用林産振興議員連盟（会長）、
神道政治連盟国会議員懇談会（幹事長）、日本会議国会議員懇談会（会長代行）、創生「日本」(会長代行)

ほか多数
《 その他 》
中曽根康弘世界平和研究所（副会長）、日韓協力委員会（副会長 兼 理事長代行）、日本オリンピック委員会（評議員）、
日本陸上競技連盟（評議員会議長）、日本ホッケー協会（会長）、日本武道館（理事）、
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（顧問）、日本高等学校・中学校ゴルフ連盟（会長）、
日本華道連盟（名誉会長）、茶道裏千家淡交会（関東第二副地区長）、日本甲冑武具研究保存協会（名誉会長）、
関東陸上競技協会（名誉会長）、群馬陸上競技協会（名誉会長）、群馬県ホッケー協会（会長）、群馬県なぎなた連盟（会長）、
群馬県銃剣道連盟（会長）、群馬県ゴルフ連盟（会長）、群馬県合気道連盟（特別顧問）

ほか多数

中曽根 弘文 （なかそね ひろふみ）

参議院議員　群馬県選挙区選出　当選6回
1945年 （昭和20年） 11月28日生まれ　群馬県高崎市出身



5 435年の歩み 特別インタビュー

外
務
大
臣
と
し
て
印
象
深
い
こ
と
は
？

中
曽
根　
麻
生
内
閣
で
外
務
大
臣
に
就
任
し

ま
し
た
が
、丁
度
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
で
、

米
国
等
と
協
力
し
て
「
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
」
に
於

い
て
、
世
界
経
済
の
回
復
に
日
本
と
し
て
主
導

的
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
オ
バ
マ
政
権
と
な

り
、
米
国
の
国
務
長
官
に
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン

ト
ン
氏
が
就
き
ま
し
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領

夫
妻
と
は
、
同
大
統
領
が
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
知

事
の
時
に
夕
食
を
共
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
数
年
後
、
夫
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が

大
統
領
に
就
任
し
、
ま
た
ヒ
ラ
リ
ー
氏
が
後
に

オ
バ
マ
大
統
領
の
下
で
国
務
長
官
と
な
り
、
私

の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
一
緒
に
沖
縄
の

米
軍
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
の
協
定
書
に
署

名
を
行
う
な
ど
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
、
良

好
な
日
米
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
禁
止
条
約
へ
の

署
名
、
世
界
的
な
核
軍
縮
を
進
め
る
た
め
の

具
体
的
な
「
11
の
指
標
」
を
明
示
し
た
「
核

軍
縮
演
説
」、
イ
ラ
ン
で
拘
束
さ
れ
裁
判
に
か

け
ら
れ
て
い
た
米
国
の
国
際
的
女
性
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
解
放
の
実
現
、
北
朝
鮮
の
核
実
験
に

対
す
る
国
連
決
議
の
採
択
の
た
め
の
活
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

中
曽
根　
文
部
大
臣
と
し
て
は
、
何
よ
り
も

就
任
の
記
者
会
見
で
、
初
当
選
以
来
目
指
し
て

い
た
教
育
基
本
法
の
改
正
に
取
り
組
む
こ
と
を

表
明
す
る
と
と
も
に
、
小
渕
総
理
と
「
教
育
改

革
国
民
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
最
終
提
言
と

し
て「
教
育
を
変
え
る
17
の
提
案
」（
２
０
０
０

年
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
提
言
が
そ

の
後
の
教
育
改
革
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教

育
基
本
法
の
改
正
は
、
後
に
私
が
参
議
院
の

「
教
育
基
本
法
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
委
員

長
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
科
学
技
術
庁
長
官
と
し
て
は
、
茨
城
県
東

海
村
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故
発
生
を
受
け
て
、

「
原
子
力
二
法
」
の
改
正
を
行
い
、「
原
子
力
安

全
・
保
安
院
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
原
子
力

事
故
再
発
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
更
に
Ｈ‒

２
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
失
敗
を

受
け
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
（
宇
宙
開
発
事
業
団
）
全

体
の
抜
本
改
革
を
行
い
、
宇
宙
開
発
の
立
て
直

し
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
現
在
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
躍
進
へ
つ
な

が
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

打
ち
上
げ
失
敗
を
機
に
、
官
民
の
ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ

ト
事
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
提
唱
し
、
後
に

「
失
敗
学
」
と
い
う
学
問
の
一
分
野
と
な
り
ま

し
た
。

政
府
や
党
、
国
会
で
も
要
職
を
歴
任
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
文
部
大
臣
や
外
務
大
臣

と
し
て
数
々
の
重
要
案
件
を
手
掛
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
特
に
印
象
深
い
こ
と
は
？

Interview

Interview

文部大臣として「教育改革国民会議」を立ち上げる（青木官房長官、小渕総理）

文部大臣として母校・高崎市立北小学校を訪問　生徒と昼食をともにする

科学技術庁長官として、JCO臨界事故直後の東海村視察
（農産物の風評被害抑止にも取り組む） 文部大臣として春の選抜高校野球大会で始球式（2000年）

科学技術庁長官として欧州エアロスペース社を視察

外務大臣として日本とロシアの税関相互支援協定に署名（後はプーチン大統領、麻生総理 2009年）

核軍縮・不拡散に関する演説（世界的な核軍縮を進める
ための「11の指標」を世界に提言）

アフマディネジャド大統領（イラン）と会談、米国籍女性国
際ジャーナリストの解放を要請、釈放が実現した

外務大臣としてクラスター爆弾禁止条約に署名
（2008年、ノルウェー・オスロ）

沖縄の米軍海兵隊のグアム移転協定に署名（米国クリントン国務長官）

クリントン国務長官（米国）と日米外相会談

ムバラク大統領（エジプト）と会談 外務大臣室にて
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た
く
さ
ん
の
議
員
連
盟
に
も

　
所
属
し
て
い
ま
す
ね
？

中
曽
根　
約
80
の
議
員
連
盟
に
所
属
し
、
会

長
な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。
教
育
の
分
野
で

言
え
ば
、
例
え
ば
、
私
が
会
長
を
務
め
て
い

る
「
幼
児
教
育
議
員
連
盟
」
で
は
、
約
10
年

前
か
ら
「
幼
児
教
育
の
無
償
化
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
10
月
に
無
償

化
が
実
現
し
ま
し
た
。
現
在
、
続
け
て
「
幼

児
教
育
振
興
法
」
の
成
立
に
向
け
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
議
員
連
盟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
自
民
党
の

「
青
少
年
健
全
育
成
推
進
調
査
会
」
で
も
長

く
会
長
を
務
め
、
現
在
、「
青
少
年
健
全
育

成
基
本
法
」
や
「
家
庭
教
育
支
援
法
」
の
成

立
に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
海
外
と
の
友
好
議
員
連
盟
に
つ
い
て
は
、

日
米
、日
本・メ
キ
シ
コ
、参
議
院
日
本・ポ
ー

ラ
ン
ド
、
参
議
院
日
本
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど

数
々
の
友
好
議
員
連
盟
の
会
長
を
始
め
と
し

て
、
多
く
の
国
と
の
友
好
議
員
連
盟
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
米
国
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
は
、
同
氏
が

オ
バ
マ
政
権
の
副
大
統
領
の
時
に
、
東
京
の

米
国
大
使
館
で
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ

大
使
を
交
え
て
懇
談
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ン
ス
前
副
大
統
領
は
、
同
氏
が

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
知
事
の
時
に
私
の
国
会
事

務
所
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
副
大
統
領

に
就
任
さ
れ
て
か
ら
も
メ
キ
シ
コ
や
東
京
で

お
会
い
す
る
な
ど
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
日
米
国
会
議
員
連
盟
会
長
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
た
ら
訪
米
し
、
お
二
方
と
も
会

談
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Interview

米国ペンス副大統領とメキシコ議会議場で

コモロフスキ大統領（ポーランド、右）より直々に勲章を授与される

李登輝・台湾総統と
全斗煥・元韓国大統領夫妻の自宅で

旧知の韓国李洛淵（イ・ナギョン）
国務総理（首相）と

キャロライン・ケネディ駐日米国大使と 日米議員連盟会長として米国オバマ政権のバイデン副大統領と（東京、米国大使館にて）

北京で歌舞伎と京劇の同日交互上演を実現
歌舞伎振興議員連盟会長として唐家璇・中国元外交部長・副首相、尾上菊之助さんと

ロペス・オブラドール大統領（メキシコ）と
就任式典に日本政府特派大使として出席

タイ・カンボジア国境地帯での地雷除去活動を
支援（右から2人目）

「子は国の宝」幼児教育議員連盟会長として
青少年健全育成に取り組む

アーカンソー州知事時代のクリントン夫妻と会食（1990年7月）

緒方貞子氏とともにペニャ・ニエト・メキシコ大統領（左）より
直々に勲章を授与される

米国インディアナ州知事時代のペンス氏（前 副大統領）が来訪。東京の議員会館で会談
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こ
れ
か
ら
の
課
題
は
何
で
す
か
？

中
曽
根　
喫
緊
か
つ
重
要
な
課
題
は
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済
の

回
復
で
す
。
群
馬
県
内
で
も
医
療
関
係
者
を
始
め
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
方
々
に
は
大
変
な
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま

す
。
現
在
の
対
応
と
同
時
に
、
今
後
は
コ
ロ
ナ
後
に
向
け
た
新
た
な
社
会

体
制
整
備
作
り
を
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
県
内
に
お
い
て
も
飲
食

や
観
光
は
も
と
よ
り
、
様
々
な
分
野
で
甚
大
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
経
済

の
回
復
を
如
何
に
図
る
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　
ま
た
、
火
山
の
噴
火
や
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
度
々
、
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
と
多
く
の
人
が
亡
く
な

り
農
業
や
商
工
業
に
も
大
き
な
損
害
が
生
じ
ま
す
。
災
害
を
想
定
し
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
法
整
備
を
行
い
、
国
土
強
靭
化
を
図
り
防
災
・
減
災
対
策

を
着
実
に
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
中
国
の
軍
事
力
拡
大
や
北
朝
鮮
の
核
開
発
や

高
性
能
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
に
よ
り
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
軍
事
的
脅
威

は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
最
先
端
の
防
衛
力
整
備
や
、
日
本
の
安
全
保

障
の
根
幹
と
な
る
日
米
同
盟
の
強
化
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
の
最
も
重
要
な
責
務
は
「
国
民
の
生
命
と
領
土
を
守
る
」
こ
と
で
す
。

　
一
方
で
、
ご
譲
位
に
よ
り
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
国
民
の

間
に
も
皇
室
制
度
や
日
本
の
伝
統
に
対
す
る
関
心
が
大
い
に
高
ま
り
ま
し

た
。
世
界
で
唯
一
の
皇
室
の
伝
統
を
如
何
に
し
て
守
り
後
世
に
継
承
し
て
い

く
か
は
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
国
民
的
理
解
を
一
層
深
め
る
た
め
の
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
日
本
の
心
」を
大
切
に
し
、

良
き
伝
統
を
守
り
文
化
を
発
展
さ
せ
、
よ
い
国
を
子
や
孫
の
世
代
に
引
き

渡
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
会
で
の
委
員
会
活
動
な
ど
は
？

中
曽
根　
憲
法
審
査
会
や
外
交
防
衛
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。　

　
憲
法
審
査
会
は
、
憲
法
の
課
題
を
議
論
し
、
憲
法
改
正
原
案
が
提

出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
審
査
し
て
採
決
し
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に

は
、
審
査
会
設
置
以
来
、
改
正
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
審
議
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
な
い
状
態
で
し
た
が
、
本
年
6
月
に
改
正
「
国
民
投
票

法
」
が
成
立
し
、
改
正
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
改
正
に

賛
成
で
も
反
対
で
も
、
ま
ず
各
党
が
具
体
的
提
案
を
行
い
、
国
民
の

前
で
堂
々
と
議
論
を
行
う
べ
き
で
す
。

　
ま
た
昨
年
10
月
ま
で
の
４
年
間
、
情
報
監
視
審
査
会
会
長
を
務
め

ま
し
た
。
政
府
各
機
関
が
持
っ
て
い
る
安
全
保
障
な
ど
に
関
す
る
各

種
機
密
情
報
（
特
定
秘
密
）
が
適
正
に
指
定
や
解
除
が
行
わ
れ
て
い

る
か
を
審
査
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
特
定
秘
密
の

外
部
へ
の
漏
洩
に
厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
、
情
報
管
理
が
厳
格
化

さ
れ
た
こ
と
で
、
外
国
の
政
府
機
関
や
海
外
情
報
機
関
か
ら
の
我
が

国
へ
の
情
報
提
供
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Interview

Interview

通商産業政務次官に就任（1990年）

参議院商工委員長に就任 （1993年）

国鉄債務処理及び国有林野事業改革特別委員会 委員長（1998年） 議院運営委員長として委員会の開会を宣言（1997年）

ウサイン・ボルト、タイソン・ゲイ選手らと日本陸上競技連盟
副会長として　世界陸上競技選手権大会で（2007年、大阪）

前橋市で開催された世界室内陸上競技大会でカール・ルイス選
手と（1999年、群馬陸上競技協会会長として共同記者会見）

東京オリンピック・パラリンピックの招致決定の瞬間
（ブエノスアイレスのIOC総会にて）

日本武道館理事として、新年鏡開き式
（武道始め）で大将軍役を務める

日本ホッケー協会会長として、さくらジャパン（女子日本代表）とともに

車椅子を体験

ヴィトルト・バンカ スポーツ大臣（ポーランド、
現 世界アンチ・ドーピング機関 会長）と会談

国会で代表質問に立つ

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
？

中
曽
根　
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
評
議
員
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
の
顧
問
を
務
め
て
い
ま
す

が
、
２
０
１
３
年
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に

も
招
致
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
東
京
開
催
の
た
め
の
ロ
ビ
ー
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催

と
な
り
、
国
民
の
皆
様
や
参
加
す
る
競
技
者
の
皆
様
に
も
大
き
な
制
約
を

伴
う
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
競
技
者
に
と
っ
て
は
生
涯
の
全
て
を
掛
け

て
臨
む
大
会
で
も
あ
り
、
無
観
客
と
な
っ
た
形
で
で
も
開
催
で
き
成
功
し

た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
あ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
定
め
ら
れ
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
数
多
く
実
施
さ

れ
る
予
定
で
し
た
。
縮
小
し
た
形
で
の
開
催
と
な
り
日
本
の
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
の
発
信
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

　
私
は
「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
議
員
連
盟
」
の

会
長
も
務
め
て
い
ま
す
が
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
が
深
ま
り
、
全
国
ど
こ

で
も
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
誰
で
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
社
会
に

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Interview
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ス
ポ
ー
ツ
か
ら
多
く
を
学
ぶ

中
曽
根　
お
忙
し
い
中
で
お
時
間
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
高
校
、

大
学
と
７
年
間
、体
育
会
で
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
っ

て
き
た
経
験
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

集
団
の
中
で
お
互
い
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

チ
ー
ム
と
し
て
良
い
成
績
を
得
る
た
め
に
協

力
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

日
々
の
練
習
で
つ
ら
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
自
信
か
ら
、
年

は
と
り
ま
し
た
が
、
体
力
的
に
も
同
世
代
の

人
に
は
「
負
け
な
い
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
人
間
の
肉
体

的
・
精
神
的
双
方
の
成
長
に
お
い
て
も
、
と

て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
会
議
員

に
な
っ
て
か
ら
は
、
１
９
９
９
年
に
小
渕
内

閣
で
ス
ポ
ー
ツ
も
所
管
す
る
文
部
大
臣
に
任

命
さ
れ
、
そ
の
後
も
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
発
展

に
少
し
で
も
役
立
て
ば
と
の
思
い
か
ら
、
多

く
の
競
技
団
体
や
組
織
で
役
職
を
引
き
受
け

て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
厚
生
労

働
省
の
所
管
で
し
た
が
、
２
０
１
５
年
秋
に

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発
足
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

一
体
と
な
っ
て
強
化
、
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

山
下　
私
は
中
曽
根
さ
ん
の
お
父
様
が
総
理

大
臣
だ
っ
た
と
き
に
、
国
民
栄
誉
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
記
憶
は
今
で
も
鮮
明

に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
い
き
な
り
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
い
ま
の
時
代
で

あ
れ
ば
内
々
で
打
診
が
あ
っ
た
り
、
報
道
が

先
に
出
た
り
す
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
。
あ

の
こ
ろ
の
日
本
国
内
で
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に

比
べ
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
は
ま
だ
ま
だ
十

分
な
評
価
を
得
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

い
う
中
で
、
中
曽
根
総
理
か
ら
賞
を
い
た
だ

け
る
と
聞
い
た
と
き
は
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
に

も
光
を
当
て
て
く
だ
さ
る
の
か
」
と
本
当
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、「
一
柔

道
家
と
し
て
で
は
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
代
表
と
し
て
賞
を
頂
け
る
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
取
る
と
い
う
、
小
さ
い
と
き
か

ら
の
夢
を
実
現
で
き
ま
し
た
が
、
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
私
自
身
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
恩
を
返
し
て
い
く

こ
と
が
自
分
の
務
め
だ
と
い
う
の
が
自
然
な

流
れ
に
な
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
を
務
め
る
現
在

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
界
に
身
を
置
い
て
き
た
わ
け

で
す
。
国
民
栄
誉
賞
も
そ
の
動
機
付
け
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

中
曽
根　
私
が
学
生
時
代
に
打
ち
込
ん
だ

ホ
ッ
ケ
ー
は
チ
ー
ム
競
技
な
の
で
、
み
ん
な

の
力
を
合
わ
せ
た
総
合
力
で
勝
負
し
ま
す
。

誰
か
が
調
子
が
悪
く
て
も
、
他
の
誰
か
が
カ

バ
ー
す
る
こ
と
で
結
果
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
団
体
競
技
の
素
晴
ら
し
さ

で
も
あ
る
の
で
す
が
、
柔
道
な
ど
個
人
競
技

は
そ
う
は
い
か
な
い
で
す
よ
ね
。
私
は
日
本

陸
上
競
技
連
盟
の
評
議
員
会
議
長
で
も
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
陸
上
に
お
い
て
も
リ
レ
ー

や
駅
伝
な
ど
を
除
け
ば
、
自
分
一
人
の
力
で

頑
張
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
強
い
精
神
力

を
維
持
し
て
、
日
々
の
練
習
に
打
ち
込
む
の

は
大
変
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
下　
確
か
に
チ
ー
ム
プ
レ
ー
は
仲
間
と
協

力
し
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
ね
。
た
だ
、
我
々
の
よ
う
な

個
人
競
技
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
柔
道
の

稽
古
で
は
、
練
習
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
色
ん
な

人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
す
。
で
す
か
ら
、

私
は
ど
ん
な
競
技
で
も
自
分
一
人
の
力
で
成

し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
言
え
ば
、
柔
道
は
戦
う
相
手

を
尊
敬
す
る
気
持
ち
を
重
ん
じ
て
い
ま
す
。

海
外
で
柔
道
の
話
を
す
る
と
き
に
は
、
２
つ

の
大
事
な
こ
と
を
必
ず
伝
え
ま
す
。
一
つ

は
「
礼
」。
こ
れ
は
頭
を
下
げ
る
お
詫
び
で

　
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）会

長
を
務
め
る
柔
道
家
の
山
下
泰
裕
さ
ん
は
現

役
時
代
の
１
９
８
４
年
、ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
無
差
別
級
で
足
の
け
が
を
乗
り

越
え
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、私
の
父
、康

弘
が
内
閣
総
理
大
臣
だ
っ
た
同
年
１０
月
に
国

民
栄
誉
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
現
役
引
退

後
も
ス
ポ
ー
ツ
界
で
長
き
に
わ
た
っ
て
活
躍

さ
れ
、
現
在
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
を
は
じ
め
、
国

際
柔
道
連
盟
理
事
、全
日
本
柔
道
連
盟
会
長

な
ど
も
お
務
め
で
す
。

　
私
自
身
も
高
校
、大
学
と
体
育
会
の
ホ
ッ

ケ
ー
部
で
仲
間
た
ち
と
汗
を
流
し
、政
治
家

に
な
っ
て
か
ら
も
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
議
員
連
盟
や
日
本
ホ
ッ

ケ
ー
協
会
な
ど
で
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
大
切

さ
、仲
間
と
の
絆
、支
え
て
く
れ
る
周
囲
へ
の

感
謝
、さ
ら
に
は
国
際
交
流
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ

が
持
つ
力
や
可
能
性
、人
格
形
成
に
つ
い
て
、

山
下
さ
ん
と
大
い
に
語
り
合
う
対
談
が
実
現

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
来
年
夏
に
控
え
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す

役
割
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、

山
下
さ
ん
の
思
い
の
丈
を
伺
い
ま
し
た
。

（
令
和
2
年
１０
月
８
日
、

  

東
京・参
議
院
議
員
会
館
に
て
対
談
）

特 対別 談

大学ホッケー部時代 （写真右：本人）

1984年10月9日　国民栄誉賞授賞式にて （写真提供 産経新聞）

山
下 
泰
裕

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
長

中
曽
根 

弘
文

参
議
院
議
員

山下 泰裕 （やました やすひろ）
昭和32年6月1日生まれ
東海大学大学院体育学研究科修了
昭和52年～60年　全日本選手権優勝(9年連続)
昭和54年・56年・58年　世界選手権+95kg優勝(3回連続)
昭和56年 世界選手権無差別級優勝
昭和52年～57年　全日本体重別選手権+95kg優勝
昭和59年 ロスアンジェルスオリンピック無差別級優勝
昭和60年 203連勝にて現役選手を引退
昭和59年 国民栄誉賞受賞
平成19年 紫綬褒章受章
平成23年 外務大臣表彰受章
他に、熊本県民栄誉賞・日本スポーツ賞(2回)・朝日体育賞(4回)・
文部省スポーツ功労賞(6回)等を受賞
東海大学　副学長
全日本柔道連盟　会長
日本オリンピック委員会　会長
国際オリンピック委員会　委員

中曽根 弘文 （なかそね ひろふみ）
昭和20年11月28日生まれ

慶應義塾大学卒業
昭和61年　参議院議員に初当選（群馬県選挙区）　当選6回

文部大臣、科学技術庁長官（小渕内閣、森内閣）
内閣総理大臣補佐官（教育問題担当）

外務大臣（麻生内閣）
参議院自由民主党議員会長　などを歴任

〈主なスポーツ関連の役職〉　
　　日本陸上競技連盟　評議員会議長、日本ホッケー協会　会長

日本高等学校・中学校ゴルフ連盟　会長
障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟　会長

スポーツ議員連盟　顧問
日本オリンピック委員会　評議員

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会　顧問
日本武道館　理事

関東陸上競技協会　名誉会長、群馬陸上競技協会　名誉会長
群馬県ホッケー協会　会長、群馬県なぎなた連盟　会長

群馬県銃剣道連盟　会長、群馬県ゴルフ連盟　会長
群馬県合気道連盟　特別顧問　など
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は
な
く
、
日
本
式
の
相
手
へ
の
尊
敬
の
念
を

表
し
て
い
る
、
と
。
柔
道
と
い
う
激
し
い
競

技
で
相
手
へ
の
敬
意
を
失
え
ば
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
頂
点
に
立

つ
に
は
、
色
々
な
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ラ
イ
バ
ル
に

対
し
て
も
同
じ
で
す
よ
ね
。
２
０
１
８
年
平

昌
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
５
０
０

メ
ー
ト
ル
で
、
日
本
の
小
平
奈
緒
選
手
が
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
最
大
の
ラ
イ
バ

ル
は
韓
国
の
李
相
花
（
イ
・
サ
ン
フ
ァ
）
選

手
で
し
た
。
先
に
滑
っ
た
小
平
さ
ん
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
新
記
録
を
樹
立
し
た
こ
と
で
、
会

場
に
い
た
日
本
か
ら
の
応
援
団
は
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
平
さ
ん

は
直
後
、
客
席
に
向
か
っ
て
自
分
の
口
元
に

指
を
押
し
当
て
ま
し
た
。「
静
か
に
し
て
ね
」

と
い
う
合
図
で
し
た
。
次
に
滑
る
李
相
花
選

手
の
集
中
力
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
気

遣
い
で
し
た
。
と
も
に
高
め
合
っ
て
き
た
存

在
に
対
す
る
尊
敬
の
念
、
感
謝
の
気
持
ち
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
行
動
が
自
然

と
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
ス

ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
日
本
国
内
で

も
例
え
ば
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
で
桐
生
祥

秀
選
手
が
10
秒
を
切
る
と
、「
よ
ー
し
、
俺

だ
っ
て
」
と
次
に
続
く
選
手
が
出
て
く
る
。

ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
自
分
を
引
き
上
げ
て
く

れ
ま
す
。

中
曽
根　
ス
ポ
ー
ツ
に
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
と
し
て
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
く
じ
け
そ
う
に

な
っ
て
も
頑
張
る
精
神
力
が
培
わ
れ
ま
す
。

私
は
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
の
会
長
を
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
１
８
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開

催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
は
男
女
と
も
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。
山
下
さ
ん
も
応
援

に
き
て
い
た
だ
い
た
男
子
決
勝
は
試
合
終
了

間
際
の
残
り
13
秒
で
同
点
に
追
い
つ
き
、
最

後
は
サ
ッ
カ
ー
の
Ｐ
Ｋ
の
よ
う
な
シ
ュ
ー
ト

ア
ウ
ト
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
の
瞬
間
は
、
本
当
に
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

山
下　
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
、
力
を
合

わ
せ
る
、
戦
う
相
手
に
対
す
る
尊
敬
の
気
持

ち
。
こ
れ
を
ス
ポ
ー
ツ
で
終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
に
生
か
し

て
初
め
て
価
値
が
あ
る
、
と
。
ル
ー
ル
を
守

る
、
挨
拶
が
で
き
る
、
我
慢
す
る
、
周
囲
に

感
謝
す
る
、
明
確
な
目
標
を
持
つ
、
人
一
倍

努
力
す
る
…
。
ス
ポ
ー
ツ
で
勝
つ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
培
っ
た

こ
と
を
社
会
に
生
か
せ
ば
、
も
っ
と
フ
ェ

ア
な
社
会
、
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
社
会

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
、
私
が

こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
。
そ
れ
は
、
私
自

身
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
子
供
だ
っ
た
か
ら

な
の
で
す
（
笑
）。
体
が
で
か
く
て
暴
れ
ん

坊
。「
私
が
い
る
か
ら
恐
く
て
学
校
に
い
け

な
い
」
と
い
う
同
級
生
が
い
る
と
聞
い
た
両

親
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、
人
様
か
ら
後

ろ
指
を
さ
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
し

ま
う
と
案
じ
、
厳
し
く
指
導
を
し
て
も
ら
え

ば
、
少
し
は
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

成
長
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
柔
道
を

習
わ
せ
た
の
で
す
。
小
学
校
４
年
の
と
き
で

し
た
。
私
は
す
ぐ
に
柔
道
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
道
場
の
先
生
の
言
葉
を
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。「
柔
道
と
普
段
の
生
活
は
つ

な
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。「
道
場
で
だ
け
挨
拶
が
で
き
て
も
ダ
メ
。

親
や
学
校
の
先
生
、
近
所
の
人
、
友
人
み
ん

な
に
同
じ
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
柔
道
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
が
人

生
を
変
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

中
曽
根　
私
は
日
本
高
等
学
校
・
中
学
校
ゴ

ル
フ
連
盟
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
て
、
連

盟
が
主
催
す
る
大
会
か
ら
石
川
遼
選
手
や

渋
野
日
向
子
選
手
、
引
退
さ
れ
た
宮
里
藍

さ
ん
ら
が
プ
ロ
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
私
自
身
も
口
酸
っ
ぱ
く
言
っ
て
い
る
こ

と
は
「
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
け

ど
、
技
術
、
ス
コ
ア
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
一
緒

に
プ
レ
ー
す
る
人
へ
の
思
い
や
り
、
ル
ー
ル

や
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ
と
。
そ
れ
が
大
事

だ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
自

分
で
審
判
を
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
空
振
り

し
た
ら
、
人
が
見
て
い
な
く
て
も
一
打
を
加

え
る
。
Ｏ
Ｂ
ラ
イ
ン
を
少
し
で
も
越
え
た
ら

き
ち
ん
と
申
告
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ジ
ュ
ニ
ア
層
に
お
い
て
は
教
育
的
観
点
か
ら

見
て
も
、
自
己
申
告
で
ル
ー
ル
に
厳
し
く
プ

レ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

す
。
社
会
に
出
て
も
立
派
な
人
間
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で
会
長
を
引
き

受
け
た
の
で
す
。

国
際
交
流
を
深
め
、
海
外
で
活
躍 

で
き
る
若
い
世
代
の
育
成
が
急
務

山
下　
ゴ
ル
フ
で
は
国
内
ツ
ア
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
実
力
を
つ
け
て
海
外
ツ
ア
ー
に
挑
戦

す
る
選
手
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
ね
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
で
も
、
世
界
を
飛
び
回
っ
て
い

る
選
手
が
い
ま
す
。
私
自
身
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
国
際
交
流
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
の
若
者
が
色
々
な

デ
ー
タ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
内
向
き
に
な
っ
て

い
て
、
な
か
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
と
い

う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
話
で
も
、
ト
ッ
プ
の
大
学

で
す
ら
海
外
留
学
の
枠
が
余
っ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。
日
本
の
よ
う
な
島
国
で
は
普
段
か

ら
海
外
の
人
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
で
す

か
ら
、
意
識
し
て
海
外
に
目
を
向
け
、
出
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
手
段
の
一
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
は
挙
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
世
界

で
活
躍
す
る
若
い
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
我
々
の

時
代
よ
り
も
、
国
際
的
な
感
覚
に
た
け
て
い

ま
す
。
彼
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
ぜ
ひ
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
や
国
際
競
技

団
体
な
ど
で
生
か
し
、活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
大
き

な
役
割
だ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
が
国

際
社
会
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
存
在
価
値

を
示
し
、
発
言
力
を
高
め
て
い
く
に
は
意
識

し
て
世
界
に
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
中
国
や
韓
国
、

あ
る
い
は
ロ
シ
ア
、
旧
ソ
連
諸
国
な
ど
に

比
べ
て
日
本
は
弱
か
っ
た
。
若
い
世
代
に
外

国
に
出
る
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

２
０
２
１
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
ら
至
急
、
取

り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
課
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
曽
根　
外
務
大
臣
を
務
め
て
い
た
と
き

に
実
感
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
交
と
い

う
と
、
外
務
省
を
中
心
に
、
外
交
官
が
中
心

に
と
い
う
印
象
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
青
少

年
の
交
流
を
は
じ
め
、
若
い
ア
ス
リ
ー
ト
が

海
外
に
行
く
こ
と
は
実
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
外
交
の
役
割
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う

な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
人
を
通

じ
て
、
日
本
の
こ
と
、
日
本
人
や
日
本
人
の

精
神
を
外
国
の
人
た
ち
は
理
解
す
る
わ
け
で

す
。
草
の
根
レ
ベ
ル
で
深
ま
る
交
流
が
国
際

親
善
を
深
め
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
は
政
治
の
世
界
で
は
で
き
ま

せ
ん
。だ
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
は
、

国
家
に
と
っ
て
も
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
山
下
さ
ん
の
思
い
を
聞
き
、ア
ス
リ
ー

ト
出
身
の
日
本
人
が
国
際
組
織
の
中
で
リ
ー

ド
し
て
い
け
る
よ
う
な
道
を
切
り
開
く
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

山
下　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
ス

ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
は
異
文
化
交
流
と
イ

コ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
ー
ベ
ル
タ

ン
男
爵
が
提
唱
し
た
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
た
く
さ
ん
の
国
の
選
手
が
集
ま
り
ま
す

が
、
文
化
も
宗
教
も
人
種
も
（
国
家
の
）
体

制
も
違
う
。
そ
ん
な
中
で
同
じ
ル
ー
ル
の
ス

ポ
ー
ツ
で
競
い
合
い
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
他
の
人
と
の
違
い
を
知
り
、
相

互
理
解
を
深
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
活
動
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
世
界
の
平
和
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
こ
そ
が
近
代
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
一
番
大
き
な
意
義
だ
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際

交
流
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
外
国
で
友
人
を
作
ろ
う
と
思
っ
た

ら
、
自
分
が
や
っ
て
き
た
競
技
の
現
地
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
入
る
と
良
い
と
言
い
ま

す
。
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
け
で
分
か
り
合
え
た
り
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
体
で
成
功
を

中
曽
根　
私
自
身
も
「
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
っ
て

い
た
」
と
い
う
こ
と
を
外
国
の
人
と
の
会
話

で
し
た
と
き
、「
あ
な
た
も
や
っ
て
い
た
の

で
す
か
。
僕
も
や
っ
て
い
ま
し
た
」
と
一
気

に
距
離
が
縮
ま
っ
て
、
会
話
が
弾
ん
だ
経
験

が
あ
り
ま
す
。
共
通
の
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
あ

る
と
、
人
種
や
国
境
の
壁
を
越
え
て
、
親
近

感
が
わ
い
て
、
昔
か
ら
の
知
り
合
い
の
よ
う

に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
日
本
や
世

界
の
人
た
ち
の
命
が
最
優
先
で
す
が
、
自
国

開
催
の
来
年
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
何
と
し
て
も
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

山
下
さ
ん
に
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
お
立
場
か
ら

ぜ
ひ
、
開
催
に
向
け
た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
た
い
。

山
下　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
で
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
で
も
あ

り
、
ま
た
大
会
組
織
委
員
会
の
副
会
長
で
も

あ
る
立
場
か
ら
言
え
ば
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
も
日
本
政

府
も
組
織
委
員
会
も
東
京
都
も
、
そ
し
て
Ｊ

Ｏ
Ｃ
も
、
安
心
・
安
全
な
形
で
来
年
の
大
会

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
形
は
従

来
の
大
会
と
は
違
っ
て
も
、
何
と
か
開
催
で

き
る
と
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
に
な
る
前
は
「
大
会
成
功
に
何
が
必

要
か
」
と
色
ん
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
の
中
で
は
、
世
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界
中
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
東
京
に
集
い
、
交
流

し
な
が
ら
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮

で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ

れ
が
一
つ
の
成
功
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
も
組
織
委
員
会
も
、
原
点
に
あ

る
の
は
ア
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ス
ト
で
す
。

世
界
中
の
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
一
生
に
一
度
で
す
。
彼

ら
の
チ
ャ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
最
善

を
尽
く
す
と
い
う
、
固
い
決
意
を
し
て
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
、
観
客
が
十
分
に
入
れ

な
か
っ
た
り
、
海
外
の
ア
ス
リ
ー
ト
と
交
流

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
外
国
の
人

た
ち
が
日
本
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
た
ち
が
準
備
を
し

て
き
て
く
れ
た
こ
と
が
残
念
な
が
ら
披
露
で

き
な
か
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
中
心
に
あ
る
の
は
世
界
の
ア
ス
リ
ー

ト
の
思
い
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と
、
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
で
で
き
る
限
り
開
催
経
費
も
カ
ッ
ト
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
制
限
が
つ

き
、
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
大
会
と

は
違
う
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
人
の
英
知
を
結
集
す
れ
ば
、
必
ず
開
催

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
曽
根　
そ
う
で
す
ね
。
私
の
思
い
と
し
て

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
一
体
と
な
っ
て
大
成
功
と

言
え
る
東
京
大
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
が
ず
っ
と
会
長
を
し
て
い
る
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
議
連
に

は
、
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
も
う

一
つ
は
知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
、
そ
れ
か
ら
聴
覚

障
が
い
者
の
た
め
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

す
。
東
京
大
会
の
招
致
が
決
ま
り
、
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
は
大
き
く
な
り
、
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
の
協
力
も
増
え
て
い
ま
す
。

で
も
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
の
大
会
を
契
機
に
国
民
の
皆
さ
ん
の
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
を
さ
ら
に

高
め
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
応
援

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
世
界
中
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
や
っ
て

き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
会
場
で
観
戦
し
て
も
ら

い
、
障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん
た
ち
に
「
僕

も
や
り
た
い
」
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
も
願
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地
方
に

住
ん
で
い
る
と
、
競
技
器
具
を
買
う
に
し
て

も
、
競
技
を
始
め
る
に
し
て
も
ど
こ
に
相
談

し
て
い
い
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
ど
こ
で
暮
ら
し
て
い
て

も
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

で
き
る
環
境
作
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
東

京
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
下　
中
曽
根
さ
ん
と
同
じ
考
え
で
す
。
私

が
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
な
っ

た
と
き
、
同
じ
よ
う
な

発
言
を
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
目
上
の
委
員
か

ら
「
会
長
の
思
い
は
わ

か
り
ま
す
。
で
も
、
Ｊ

Ｏ
Ｃ
は
国
際
競
技
力
の

向
上
を
目
指
す
こ
と
が

役
割
で
す
よ
」
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
思
わ
ず

言
い
返
し
ま
し
た
よ
。

「
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
、

そ
れ
か
ら
大
日
本
体
育

協
会（
現・日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）
を
立
ち
上
げ

て
『
日
本
の
体
育
の

父
』
と
呼
ば
れ
た
嘉
納

治
五
郎
先
生
が
目
指
し
た
の
は
何
で
す
か
。

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
広
げ
て

い
く
、
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
で
す

よ
。
国
際
競
技
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
を
や
っ
て
お
け
ば
い
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
。
実

際
、
日
本
の
社
会
は
こ
れ
ま
で
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
に
冷
た
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
世
界

を
見
れ
ば
、
も
っ
と
手
厚
く
支
援
し
て
い
る

国
々
が
あ
り
ま
す
。
東
京
大
会
が
決
ま
っ
て

か
ら
、
急
に
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

機
運
も
高
ま
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
応
援
し
て
下
さ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
本

物
な
の
か
ど
う
か
は
、
大
会
後
に
も
継
続

し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
下
さ
る
か
で
わ

か
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
会
が
終
わ
っ
た
ら

は
っ
き
り
し
ま
す
よ
、
と
色
ん
な
と
こ
ろ

で
話
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
言
え
ば
、ス
ポ
ー

ツ
界
が
目
指
す
の
は
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・

オ
ー
ル
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
理

想
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
共
生
社

会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。
私
の
女

房
は
あ
ま
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
心
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

義
足
の
人
が
走
る
姿
は
幼
か
っ
た
子
供
に
も

見
せ
て
い
ま
し
た
ね
。
で
す
か
ら
、
全
国
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
素
晴
ら
し
い
け

ど
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ぜ
ひ
観
戦
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
違
っ
た
観
点
で
人

間
の
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

中
曽
根　
東
京
大
会
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
成
功
し
、
障
が
い
者
も
含

め
た
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方
々

が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
世
界
が
広
が
っ
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
議
連
と
し
て
も
、
環
境
作

り
や
法
律
面
、
政
策
面
に
お
い
て
、
山
下
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
界

山
下　
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ど
う
向
き
合
う
か
。

実
は
海
外
の
友
人
か
ら
ず
っ
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
山
下
、
わ
か
っ
て

い
る
か
。
自
国
開
催
の
大
会
が
盛
り
上
が
る

に
は
、
日
本
の
選
手
の
活
躍
が
不
可
欠
だ

ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
強
化

策
と
し
て
、
来
年
の
大
会
に
向
け
て
、
日
本

の
選
手
が
海
外
遠
征
に
出
て
い
く
、
あ
る
い

は
外
国
の
選
手
を
国
際
大
会
や
合
宿
で
受
け

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
内

で
ど
れ
だ
け
一
生
懸
命
に
練
習
を
し
た
と
し

て
も
、
本
番
で
戦
う
相
手
は
日
本
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
で
に
柔
道
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
国
際
大
会
が
再
開
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
選
手
の
安
心
・
安
全
が
第
一
で
す
か
ら
、

会
場
の
観
客
数
に
上
限
を
設
け
る
な
ど
厳
し

い
制
限
は
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
選
手
を
海
外
に
出
し
た
い
、
外
国
か

ら
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
ス

ポ
ー
ツ
界
か
ら
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
政

府
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

調
整
会
議
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
ぜ

ひ
と
も
こ
う
し
た
面
に
お
い
て
も
大
会
の
成

功
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

中
曽
根　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
自
国
の
選
手

が
活
躍
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ（
Ｗ
杯
）日
本
大
会
で
は
、
日
本
代
表
が
大

活
躍
し
て
み
ん
な
が
元
気
や
感
動
を
も
ら
い
、

試
合
を
楽
し
み
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
で
の

ラ
グ
ビ
ー
へ
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。
あ

の
大
会
が
典
型
的
な
好
例
だ
と
思
い
ま
す
。

山
下　
私
は
中
学
２
年
の
と
き
、「
将
来
の

夢
」と
い
う
テ
ー
マ
で
作
文
を
書
き
ま
し
た
。

「
私
の
夢
は
、
大
好
き
な
柔
道
を
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
掲
げ

ら
れ
た
日
の
丸
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
君
が
代

を
聴
く
こ
と
で
す
」
と
記
し
ま
し
た
。
普
通

な
ら
１
０
０
人
い
た
ら
１
０
０
人
が
「
金
メ

ダ
ル
を
取
り
た
い
」
と
書
き
ま
す
よ
ね
。
何

が
言
い
た
い
か
。
１
９
６
４
年
の
東
京
五
輪

が
ど
れ
だ
け
大
き
な
感
動
を
与
え
た
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
熊
本
の
ド
田
舎
の
人
間
で
さ

え
も
、
小
学
校
の
と
き
に
テ
レ
ビ
で
見
た
掲

揚
さ
れ
る
日
の
丸
、
流
れ
る
君
が
代
に
感
動

し
、
自
分
の
夢
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
何
と
し
て
も
来

年
、東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
開
催
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
夢
や
感

動
、
希
望
、
誇
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
、
そ

ん
な
大
会
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
を
ず
っ
と
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
中
曽
根
さ
ん
を
は
じ
め
、
議

連
の
方
々
や
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
曽
根　
た
く
さ
ん
の
力
強
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
情
熱
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
自
身
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少

年
の
健
全
育
成
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
と
も

来
年
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
成
功
し
、
国
民
の
皆
さ
ん
と
感

動
を
分
か
ち
合
え
る
日
を
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
貴
重
な
お
話
の
数
々
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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